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背景/目的

判例データは最高裁判所サイトで公開されているが、

一括ダウンロードなし

PDFでの提供

追加データが不明

目的：

自然言語処理で扱えるようにテキスト化

高度な検索・分析を行えるようにRDF化
（例：キーワード、法令の条項、裁判官・当事

者、関連する事件などから判例を探す）
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判例PDFの例
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ベースとなるデータと作成物

ベースとなるデータ: 2024年10月10日時点で、最高裁判
所のサイトで検索できる判例65854件。（検索結果から

PDFを個別にダウンロード）。

作成物

HTML文書群: 不要な情報（ページ番号、行番号、余

分な空白など）を削除し、論理構造（段落、箇条書

きなど）を認識

RDFデータ: 元のメタデータに加えて、テキストを解
析して得られた裁判官・当事者の情報、参照法令な

ど、さらに外部データ(DBpedia, eLaws)にリンク

判例ナビゲータ: 判例RDFを表示するためのSPARQL
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オントロジー

全体構成図
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データ規模(2024.12.12現在)

全トリプル数 20,103,031

全エンティティ数 2,468,656

全クラス数 19

全述語数 62

全主語ノード数 2,759,642

全目的語ノード数 2,856,116

外部データへのリ

ンク
44,734
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主なクラスと主語数、外部リンク数

クラス 主語数 外部DBへのリンク

裁判、判決、判決文 各65,854

Term 1,907,565 38,053

Person 25,319 3,347

Role 52

Case(事件番号) 63,108 85

事件区分 184

参照法令・条項 11,155 2,234
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判例ナビゲータ

データ駆動ダイナミック

パブリッシング

焦点エンティティの

関連情報をSPARQL

検索で取出す

指定された形式（表

やチャートなど）で

表示する
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判例の例1/2
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判例の例2/2
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者(Person)の例
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者(Person)の例2
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法令の例

13



タームの例
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事件の例
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まとめ

判例テキストを自然言語処理したり、判例自身を分析で

きるように、HTML化・RDF化を行った。

PDFのバリエーションが多い。データの不備（リンク切

れ、中身が空、不完全文書、画像、機種依存文字、非推

奨のPDF）も多い。

判例の書き方は比較的自由なので、解析が難しい。

データとして利用できる文書の書き方が望まれる

リンクを張れる環境の整備が望まれる

DBpediaの事件番号、eLawsの条項（例: 租税特別措置法七

十条の四 332AC0000000026#Mp-Ch_4-At_70_4）

今後：PDFデータ解析の高精度化（表の認識など）、OCR
処理、LLMの活用が望まれる 16



関連参考情報

最高裁判所サイト:
https://www.courts.go.jp/app/hanrei_ jp/search1

日本の判例HTML: 国立情報学研究所(NII)の情報学研究デ

ータリポジトリ(IDR)
https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/rdata/HANREI/

日本の判例RDF: Knowledge Connectorサイト
https://idea.linkdata.org/idea/idea1s4030i

日本の法令RDF: NII機関リポジトリ

https://repository.nii.ac.jp/records/2000700
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